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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　１バッチの泥土に対応する泥土水位を示す目標泥土線と、

　前記目標泥土線の上下に付された複数本の線により構成された含水比目盛と、が付され

ている解泥槽であって、

　前記目標泥土線は、配合設計で設定された体積の原料土および水を投入した場合の泥土

水位であり、

　前記含水比目盛により、配合設計時の泥土水位と泥土作成時の泥土水位との差が読み取

り可能であることを特徴とする、解泥槽。

【請求項２】

　添加水のみの水位を示す添加水位基準線が付されていることを特徴とする、請求項１に

記載の解泥槽。

【請求項３】

　前記添加水位基準線の上下に添加水量の目安を示す添加水位目盛が付されていることを

特徴とする、請求項２に記載の解泥槽。

【請求項４】

　配合で定められた体積の原料土および配合で定められた体積の水を解泥槽に投入する投

入工程と、

　前記原料土を前記水で解きほぐして泥土を生成する解泥工程と、

　前記泥土の水位から次サイクルにおける水の体積を算出する水量算出工程と、を備える
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泥 土 の 製 造 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 解 泥 槽 に は 、 配 合 で 定 め ら れ た 泥 土 水 位 を 中 心 と し た 含 水 比 目 盛 が 付 さ れ て お り 、

　 前 記 水 量 算 出 工 程 で は 、 前 記 含 水 比 目 盛 に よ り 計 測 し た 前 記 泥 土 の 水 位 を 利 用 し て 、 配

合 設 計 時 の 原 料 土 の 含 水 比 と 前 記 解 泥 槽 に 投 入 さ れ た 前 記 原 料 土 と の 含 水 比 の 差 を 算 出 し

、 前 記 含 水 比 の 差 を 利 用 し て 次 サ イ ク ル に お け る 水 の 体 積 を 算 出 す る こ と を 特 徴 と す る 、

泥 土 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 投 入 工 程 の 前 に 、 原 料 土 を 、 フ ル イ に か け る と と も に 前 記 フ ル イ か ら 落 下 さ せ る 前

処 理 工 程 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 泥 土 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 流 動 化 処 理 土 の 製 造 に 使 用 す る 解 泥 槽 お よ び 泥 土 の 製 造 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 建 設 工 事 、 浚 渫 工 事 、 土 砂 採 掘 工 事 等 で 発 生 し た 建 設 汚 泥 を 含 む 発 生 土 （ 以 下 、 「 原 料

土 」 と い う ） を 、 流 動 化 処 理 土 の 主 材 と し て 再 利 用 す る 場 合 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １

参 照 ） 。

　 原 料 土 は 、 所 定 量 の 水 に よ り 解 き ほ ぐ す こ と で 、 所 定 の 泥 土 密 度 の 泥 土 と な る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 流 動 化 処 理 土 の 品 質 を 確 保 す る た め に は 、 室 内 配 合 試 験 を 実 施 し て 原 料 土 、 水 お よ び 固

化 材 の 配 合 を 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。

　 ま た 、 泥 土 は 、 密 度 が 均 一 と な る よ う に 製 造 す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 一 方 、 ス ト ッ ク ヤ ー ド に 保 管 さ れ て い る 原 料 土 は 、 発 生 場 所 の 違 い に よ り 単 位 体 積 質 量

や 含 水 量 が 異 な っ て い る 。

　 ま た 、 ス ト ッ ク ヤ ー ド で の 保 管 方 法 や 保 管 時 の 天 候 等 に よ り 、 原 料 土 の 含 水 量 等 が 変 化

し て し ま う 場 合 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ の た め 、 泥 土 を 生 成 す る 際 に は 、 原 料 土 の 単 位 体 積 重 量 や 含 水 量 の 変 化 を 考 慮 し て 、

原 料 土 お よ び 水 の 添 加 量 を 適 宜 調 整 す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 泥 土 の 製 造 時 の 管 理 方 法 （ 調 整 方 法 ） と し て は 、 例 え ば 、 泥 土 の 製 造 時 に 泥 土 の 密 度 を

測 定 し 、 配 合 条 件 の 目 標 密 度 と 比 較 し て 、 そ の 差 に 応 じ て 次 サ イ ク ル に お け る 泥 土 の 添 加

水 量 を 調 整 す る 場 合 が あ る 。

　 ま た 、 作 業 員 が 経 験 と 勘 に よ り ス ト ッ ク ヤ ー ド の 原 料 土 の 含 水 量 の 変 動 を 予 測 し 、 配 合

設 計 で 定 め ら れ た 原 料 土 お よ び 水 の 供 給 量 を 調 整 し て 、 品 質 の 安 定 化 を 図 る 場 合 も あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ０ ７ ７ ５ ２ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 泥 土 製 造 時 の 密 度 測 定 は 、 作 業 に 労 力 と 時 間 が 必 要 と な る 。 そ の た め 、 泥 土 の 品 質 に バ

ラ ツ キ が 生 じ る こ と が な い よ う に 測 定 頻 度 を 設 定 す る と 、 泥 土 製 造 の サ イ ク ル タ イ ム に 影

響 を お よ ぼ す お そ れ が あ っ た 。

　 ま た 、 作 業 員 の 予 測 に よ る 供 給 量 の 調 整 は 、 作 業 員 の 経 験 に 委 ね ら れ て い る た め 、 個 人

差 に よ る 品 質 の バ ラ ツ キ が 生 じ る お そ れ が あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 こ の よ う な 観 点 か ら 、 本 発 明 は 、 目 標 と し た 泥 土 密 度 の 泥 土 を 製 造 す る こ と を 可 能 と し

た 解 泥 槽 お よ び 泥 土 の 製 造 方 法 を 提 案 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 解 泥 槽 は 、 １ バ ッ チ の 泥 土 に 対 応 す る 泥 土 水 位 を 示

す 目 標 泥 土 線 と 、 前 記 目 標 泥 土 線 の 上 下 に 付 さ れ た 複 数 本 の 線 に よ り 構 成 さ れ た 含 水 比 目

盛 と が 付 さ れ て い る 解 泥 槽 で あ っ て 、 前 記 目 標 泥 土 線 は 、 配 合 設 計 で 設 定 さ れ た 体 積 の 原

料 土 お よ び 水 を 投 入 し た 場 合 の 泥 土 水 位 で あ り 、 前 記 含 水 比 目 盛 に よ り 、 配 合 設 計 時 の 原

料 土 の 含 水 量 と 泥 土 作 成 時 の 原 料 土 の 含 水 量 と の 差 を 読 み 取 り 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と し

て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 か か る 解 泥 槽 に よ れ ば 、 泥 土 を 製 造 す る 際 に 、 解 泥 槽 に 所 定 の 体 積 の 原 料 土 と 所 定 の 体

積 の 水 を 添 加 し た 際 の 泥 土 水 位 が 目 標 泥 土 線 と 一 致 す る こ と を 確 認 す る こ と で 、 原 料 土 の

含 水 量 が 設 計 時 の 含 水 量 で あ る こ と を 確 認 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 当 該 泥 土 水 位 が 目 標 泥 土 線 と 一 致 し な い 場 合 に は 、 含 水 比 目 盛 を 確 認 す る こ と で

、 原 料 土 の 含 水 量 を 把 握 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 解 泥 槽 に 添 加 水 の み の 水 位 を 示 す 添 加 水 位 基 準 線 を 付 し て お け ば 、 解 泥 槽 に 原 料

土 を 投 入 す る 前 に 水 を 投 入 す る 場 合 に 、 水 の 量 を 簡 易 に 確 認 す る こ と が で き る 。

　 さ ら に 、 添 加 水 位 基 準 線 の 上 下 に 添 加 水 量 の 目 安 を 示 す 添 加 水 位 目 盛 が 付 さ れ て い れ ば

、 原 料 土 の 含 水 量 の 変 化 に 応 じ て 、 添 加 水 量 が 変 化 し た 場 合 で あ っ て も 、 所 定 量 の 水 を 添

加 水 位 目 盛 で 確 認 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 泥 土 の 製 造 方 法 は 、 配 合 で 定 め ら れ た 体 積 の 原 料 土 お よ び 配 合 で 定 め ら れ た 体

積 の 水 を 解 泥 槽 に 投 入 す る 投 入 工 程 と 、 前 記 原 料 土 を 前 記 水 で 解 き ほ ぐ し て 泥 土 を 生 成 す

る 解 泥 工 程 と 、 前 記 泥 土 の 水 位 か ら 次 サ イ ク ル に お け る 水 の 体 積 を 算 出 す る 水 量 算 出 工 程

と を 備 え る も の で あ っ て 、 前 記 解 泥 槽 に は 、 配 合 で 定 め ら れ た 泥 土 水 位 を 中 心 と し た 含 水

比 目 盛 が 付 さ れ て お り 、 前 記 水 量 算 出 工 程 で は 、 前 記 含 水 比 目 盛 に よ り 計 測 し た 前 記 泥 土

の 水 位 を 利 用 し て 、 配 合 設 計 時 の 原 料 土 の 含 水 比 と 前 記 解 泥 槽 に 投 入 さ れ た 前 記 原 料 土 と

の 含 水 比 の 差 を 算 出 し 、 前 記 含 水 比 の 差 を 利 用 し て 次 サ イ ク ル に お け る 水 の 体 積 を 算 出 す

る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 か か る 泥 土 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 原 料 土 の 含 水 比 を 確 認 し な が ら 泥 土 を 製 造 す る た め 、

原 料 土 の 含 水 量 に 応 じ た 添 加 水 量 に 調 整 す る こ と が で き 、 所 望 の 泥 土 密 度 の 泥 土 を 安 定 し

て 製 造 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 前 記 投 入 工 程 の 前 に 、 原 料 土 を 、 フ ル イ に か け る と と も に 前 記 フ ル イ か ら 落 下 さ せ る 前

処 理 工 程 を 備 え て い れ ば 、 フ ル イ に よ り 土 塊 が 一 定 の 粒 径 に 分 級 さ れ 解 泥 が 容 易 に な る と

と も に 、 任 意 の 高 さ か ら 落 下 さ せ た 際 の エ ネ ル ギ ー に よ り 、 土 塊 の 間 隙 を 比 較 的 緩 く か つ

均 一 に す る こ と が で き 、 ひ い て は 、 原 料 土 の 単 位 体 積 重 量 の 均 一 化 を 図 る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 解 泥 槽 お よ び 泥 土 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 目 標 と し た 泥 土 密 度 の 泥 土 を 製 造 す る

こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 解 泥 槽 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 前 処 理 工 程 の 概 要 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】
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　 本 実 施 形 態 の 解 泥 槽 １ は 、 原 料 土 と 水 と を 投 入 し て 、 原 料 土 を 解 泥 し て 泥 土 を 作 成 す る

た め の 容 器 で あ っ て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 目 標 泥 土 線 Ｌ １ と 、 含 水 比 目 盛 Ｌ ２ と 、 添 加 水

位 基 準 線 Ｌ ３ と 、 添 加 水 位 目 盛 Ｌ ４ が 付 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 目 標 泥 土 線 Ｌ １ は 、 １ バ ッ チ の 泥 土 に 対 応 す る 目 標 泥 土 水 位 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、

目 標 泥 土 線 Ｌ １ は 、 配 合 設 計 で 設 定 さ れ た 体 積 の 原 料 土 お よ び 水 を 解 泥 槽 １ に 投 入 し た 場

合 の 泥 土 水 位 （ 泥 土 の 水 位 ） ２ を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 含 水 比 目 盛 Ｌ ２ は 、 泥 土 の 含 水 比 の 目 安 を 示 し て い る 。 含 水 比 目 盛 Ｌ ２ は 、 目 標 泥 土 水

位 を 中 心 と し た 目 盛 で あ っ て 、 目 標 泥 土 水 位 と そ の 上 下 に 付 さ れ た 複 数 本 の 線 に よ り 構 成

さ れ て い る 。 な お 、 含 水 比 目 盛 は 、 目 標 泥 土 線 Ｌ １ を 中 心 と し て 、 目 標 泥 土 線 Ｌ １ の 上 下

に 付 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 配 合 設 計 時 の 原 料 土 の 含 水 量 （ 含 水 比 ω ０ ） と 泥 土 作 成 時 の 原 料 土 の 含 水 量 （ 含 水 比 ω

） に 差 が あ る 場 合 に は 、 泥 土 水 位 ２ が 目 標 泥 土 線 Ｌ １ と 一 致 し な く な る 。 例 え ば 、 ω ０ ＜

ω で あ れ ば 、 泥 土 水 位 ２ は 目 標 泥 土 線 Ｌ １ よ り も 上 と な り 、 ω ０ ＞ ω で あ れ ば 、 泥 土 水 位

２ は 目 標 泥 土 線 Ｌ １ よ り も 下 と な る 。

　 そ の た め 、 作 業 員 は 、 泥 土 作 成 時 の 泥 土 水 位 ２ を 含 水 比 目 盛 Ｌ ２ に よ り 読 み 取 る こ と で

、 原 料 土 の 含 水 量 の 変 化 を 確 認 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 添 加 水 位 基 準 線 Ｌ ３ は 、 原 料 土 の 前 に 添 加 水 を 解 泥 槽 １ に 投 入 す る 場 合 の 添 加 水 の 水 量

（ 水 位 ３ ） を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 添 加 水 位 基 準 線 Ｌ ３ は 、 配 合 設 計 で 設 定 さ れ た 体 積

（ 質 量 ） の 水 を 解 泥 槽 １ に 投 入 し た 場 合 の 水 位 ３ を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 添 加 水 位 目 盛 Ｌ ４ は 、 添 加 水 位 基 準 線 Ｌ ３ の 上 下 に 付 さ れ た 複 数 本 の 線 に よ り 構 成 さ れ

て お り 、 添 加 水 量 の 目 安 を 示 し て い る 。

　 原 料 土 の 含 水 量 の 変 化 に 応 じ て 添 加 水 量 が 配 合 設 計 時 か ら 変 化 し た 場 合 に は 、 添 加 水 位

目 盛 Ｌ ４ に よ り 添 加 水 量 を 確 認 し な が ら 水 を 解 泥 槽 １ に 投 入 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 以 下 、 本 実 施 形 態 の 泥 土 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

　 泥 土 の 製 造 方 法 は 、 前 処 理 工 程 と 、 投 入 工 程 と 、 解 泥 工 程 と 、 水 量 算 出 工 程 と を 備 え て

い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 前 処 理 工 程 は 、 原 料 土 を ほ ぐ す 工 程 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 原 料 土 を 小 さ な 土 塊 に 分 解 し た 後 、 フ ル イ に か け る と と も に 所 定 の 高

さ か ら 落 下 さ せ る こ と に よ り 、 単 位 体 積 質 量 が 均 一 に な る よ う に 原 料 土 を ほ ぐ す 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 小 片 に な っ た 原 料 土 の 土 塊 は 、 フ ル イ に よ り 一 定 の 粒 径 の 範 囲 に 分 級 さ れ 解 泥 が 容 易 に

な り 、 さ ら に 、 所 定 の 高 さ か ら 落 下 す る と 、 一 定 の 落 下 エ ネ ル ギ ー が 加 わ る こ と で 、 土 塊

同 士 の 間 隙 が 比 較 的 緩 く 一 定 と な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 フ ル イ ４ ２ が 形 成 さ れ た バ ケ ッ ト ４ １ を 備 え た バ

ッ ク ホ ウ ４ を 利 用 し て 原 料 土 を ほ ぐ す 。 こ の バ ッ ク ホ ウ ４ を 使 用 す れ ば 、 バ ケ ッ ト ４ １ の

爪 ４ ３ で 原 料 土 を 小 片 に 分 解 し た の ち 、 小 片 に な っ た 土 塊 を バ ケ ッ ト ４ １ で す く い 上 げ て

所 定 の 高 さ Ｈ か ら 落 下 さ せ る こ と で 、 原 料 土 ５ を フ ル イ 分 け す る と と も に 原 料 土 ５ に 一 定

の 落 下 エ ネ ル ギ ー を 作 用 さ せ る こ と が で き る 。

　 な お 、 原 料 土 ５ の 前 処 理 に 使 用 す る 機 械 等 は 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 投 入 工 程 は 、 配 合 で 定 め ら れ た 体 積 の 原 料 土 ５ お よ び 配 合 で 定 め ら れ た 体 積 の 水 を 解 泥

槽 １ に 投 入 す る 工 程 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 水 を 投 入 し た 後 に 原 料 土 ５ を 解 泥 槽 １ に 投 入 す る 。

　 水 は 、 解 泥 槽 １ に 付 さ れ た 添 加 水 位 基 準 線 Ｌ ３ （ 添 加 水 位 目 盛 Ｌ ４ ） で 水 位 ３ を 確 認 し

な が ら 投 入 す る 。

　 な お 、 解 泥 槽 １ に 投 入 す る 水 の 量 は 、 配 合 設 計 で 定 め ら れ た 水 量 に 、 原 料 土 に 含 ま れ る

水 （ 含 水 量 ） を 相 殺 し て 決 定 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 解 泥 槽 １ へ の 原 料 土 ５ の 投 入 方 法 は 限 定 さ れ な い が 、 本 実 施 形 態 で は 、 バ ッ ク ホ ウ を 利

用 す る 。 投 入 工 程 で 使 用 す る バ ッ ク ホ ウ に は 、 前 処 理 工 程 で 使 用 し た バ ッ ク ホ ウ ４ と は 異

な る 機 械 を 使 用 し て も よ い し 、 当 該 バ ッ ク ホ ウ ４ の バ ケ ッ ト ４ １ を 交 換 し て 使 用 し て も よ

い 。

　 こ の と き 、 原 料 土 の 配 合 質 量 に 基 づ い て 、 バ ケ ッ ト の 杯 数 を 算 出 し て お く の が 望 ま し い

。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 解 泥 工 程 は 、 解 泥 槽 １ 内 に お い て 原 料 土 ５ を 水 で 解 き ほ ぐ し て 泥 土 を 生 成 す る 工 程 で あ

る 。

　 な お 、 原 料 土 ５ の 解 泥 方 法 は 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 解 泥 槽 １ 内 で 撹 拌 す

れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 水 量 算 出 工 程 は 、 泥 土 の 水 位 か ら 次 サ イ ク ル に お け る 水 の 体 積 を 算 出 す る 工 程 で あ る 。

　 水 量 算 出 工 程 で は 、 ま ず 、 含 水 比 目 盛 Ｌ ２ に よ り 泥 土 水 位 ２ を 計 測 す る 。

　 次 に 、 計 測 し た 泥 土 水 位 ２ を 利 用 し て 、 配 合 設 計 時 の 原 料 土 ５ の 含 水 比 と 解 泥 槽 １ に 投

入 さ れ た 原 料 土 ５ と の 含 水 比 の 差 を 算 出 す る 。

　 そ し て 、 算 出 し た 含 水 比 の 差 を 利 用 し て 次 サ イ ク ル に お け る 添 加 水 の 体 積 （ 添 加 水 量 ）

を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 形 態 の 解 泥 槽 １ お よ び 泥 土 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 所 定 の 品 質 を 備 え た 泥 土 を 簡 易

に 製 造 す る こ と が で き る 。

　 す な わ ち 、 泥 土 を 製 造 す る 際 に 、 所 定 の 体 積 の 原 料 土 と 所 定 の 体 積 の 水 と を 解 泥 槽 に 添

加 し た 際 の 泥 土 水 位 ２ が 目 標 泥 土 線 Ｌ １ と 一 致 す る こ と を 確 認 す る こ と で 、 原 料 土 の 含 水

量 が 設 計 時 の 含 水 量 で あ る こ と を 確 認 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 泥 土 水 位 ２ が 目 標 泥 土 線 Ｌ １ と 一 致 し な い 場 合 に は 、 泥 土 水 位 ２ と 目 標 泥 土 線 Ｌ

１ と の 位 置 関 係 に よ り 、 原 料 土 の 含 水 比 の 変 化 を 確 認 す る こ と が で き る 。 原 料 土 の 含 水 比

に 変 化 が 生 じ た 場 合 に は 、 含 水 比 の 変 化 に 応 じ て 添 加 水 量 を 設 定 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 解 泥 槽 １ へ の 水 の 投 入 は 、 添 加 水 位 基 準 線 Ｌ ３ お よ び 添 加 水 位 目 盛 Ｌ ４ に よ り 水 位 を 確

認 し な が ら 行 え ば 、 所 望 の 水 量 の 水 を 添 加 す る こ と が で き る 。

　 す な わ ち 、 解 泥 槽 に 原 料 土 を 投 入 す る 前 に 水 を 投 入 す る 場 合 に 、 添 加 水 位 基 準 線 Ｌ ３ に

よ り 水 の 量 を 簡 易 に 確 認 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 さ ら に 、 添 加 水 位 基 準 線 Ｌ ３ の 上 下 に 付 さ れ た 添 加 水 位 目 盛 Ｌ ４ に よ り 、 原 料 土 の 含 水

量 の 変 化 に 応 じ て 、 添 加 水 量 が 変 化 し た 場 合 で あ っ て も 、 水 量 を 確 認 し な が ら 水 を 供 給 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ の よ う に 、 配 合 で 決 め ら れ た 原 料 土 を 体 積 供 給 し 、 目 標 泥 土 線 Ｌ １ お よ び 含 水 比 目 盛

Ｌ ２ に よ り 泥 土 水 位 を 読 み 取 る こ と で 、 作 業 員 の 経 験 や 勘 に 頼 る こ と な く 、 原 料 土 の 含 水

比 の 変 動 を 確 認 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 従 来 の よ う に 、 泥 土 の 密 度 を 測 定 し て 、 こ

の 値 を 解 泥 作 業 に フ ィ ー ド バ ッ ク し て 原 料 土 と 水 の 配 合 を 調 整 す る の で は な く 、 現 場 に お

い て 直 接 配 合 を 調 整 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 下 、 本 実 施 形 態 に 係 る 泥 土 の 製 造 方 法 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 表 １ に １ ｍ
３

当 た り の 泥 土 お よ び 流 動 化 処 理 土 の 配 合 例 を 示 す 。 な お 、 表 １ は 、 原 料 土

の 含 水 比 ω を ６ ０ ％ と し た と き の 配 合 で あ る 。 ま た 、 泥 土 お よ び 流 動 化 処 理 土 の 配 合 は 適

宜 設 定 す る も の と す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 １ バ ッ チ あ た り の 原 料 土 の バ ケ ッ ト の 杯 数 は 、 原 料 土 の 配 合 質 量 を 、 事 前 処 理 （ フ ル イ

か け ） さ れ た 原 料 土 の 単 位 体 積 質 量 か ら 体 積 を 換 算 し 、 こ の 体 積 を バ ケ ッ ト の 容 積 で 割 る

こ と で 算 出 す る （ 式 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 Ｎ ＝ {(Ｍ /ρ ｔ )÷ ｖ }　 ・ ・ ・ 式 １

　 こ こ で 、 Ｍ ： 配 合 で 決 め ら れ た 土 の 質 量 （ ｔ ）

　 　 　 　 　 ρ ｔ ： 事 前 処 理 後 の 原 料 土 の 単 位 体 積 質 量 (ｔ /ｍ
３

)

　 　 　 　 　 ｖ ： バ ケ ッ ト の 容 積 （ ｍ
３

）

　 　 　 　 　 Ｎ ： 泥 土 １ ｍ
３

当 た り の 配 合 で 示 さ れ た 原 料 土 の バ ケ ッ ト 杯 数 （ 杯 ）

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 １ バ ッ チ （ Ｖ ｍ
３

） の 泥 土 に 必 要 な バ ケ ッ ト の 杯 数 Ｎ １ は 、 式 １ に よ り 算 出 し た １ ｍ
３

当 た り の 泥 土 に 対 す る 原 料 土 の バ ケ ッ ト の 杯 数 Ｎ ０ の Ｖ 倍 と な る 。

　 以 下 、 計 算 例 を 示 す 。 な お 、 土 の 質 量 Ｍ は ０ ． ８ ８ ｔ 、 原 料 土 の 単 位 体 積 質 量 ρ ｔ は １

． ２ ５ ｔ /ｍ
３

、 バ ケ ッ ト の 容 積 は ０ ． ８ ｍ
３

、 １ バ ッ チ Ｖ は ６ ｍ
３

と し た 。

　 Ｎ ０ ＝ {(Ｍ /ρ ｔ )÷ ｖ }＝ ｛ （ ０ ． ８ ８ ０ ／ １ ． ２ ５ ） ÷ ０ ． ８ ｝ ＝ ０ ． ８ ８

　 Ｎ １ ＝ Ｎ ０ × Ｖ ＝ ０ ． ８ ８ × ６ ≒ ５ ． ３

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 配 合 で 決 め ら れ た 原 料 土 の 解 泥 槽 へ の 供 給 量 を 体 積 で 管 理 す る 場 合 、 原 料 土 の 含 水 比 が

配 合 設 計 時 と 異 な っ て い る と 、 泥 土 の 水 位 が 変 化 す る 。 そ の た め 、 予 め 原 料 土 の 含 水 比 の

変 動 に 対 し て 計 算 上 の 泥 土 水 位 を 算 出 し て お く の が 望 ま し い 。

　 以 下 、 原 料 土 の 含 水 比 の 変 動 に 対 応 す る 泥 土 水 位 の 計 算 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま ず 、 泥 土 の 単 位 配 合 に 対 す る 土 の 質 量 Ｍ か ら 土 粒 子 質 量 Ｍ ｓ を 算 出 す る 。

　 Ｍ 　 　 ＝ ０ ． ８ ８ ０ （ ｔ ） 　 （ ｖ ＝ 0.8m
3  

の バ ケ ッ ト で 約 0.9配 分 ）

　 Ｍ ｓ 　 ＝ ０ ． ８ ８ ０ /(1 + ω /１ ０ ０ ) ＝ ０ ． ８ ８ ０ /(１ ＋ ０ ． ６ ) ＝ ０ ． ５ ５ ０ （ ｔ

）

　 次 に 土 に 含 ま れ て い た 水 の 質 量 Δ Ｍ ｗ （ 土 粒 子 の 間 隙 に 蓄 え ら れ る 含 水 量 ） を 求 め る 。

　 Δ Ｍ ｗ ＝ ０ ． ８ ８ ０ － ０ ． ５ ５ ０ ＝ ０ ． ３ ３ ０ （ ｔ ）

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 つ ま り 、 表 １ の 配 合 （ ω ＝ ６ ０ ％ ） の 場 合 は 、 土 粒 子 質 量 Ｍ ｓ ＝ ０ ． ５ ５ ０ （ ｔ ） で 、

土 の 中 に ０ ． ３ ３ ０ （ ｔ ） の 水 が 含 ま れ て い る の で 、 ０ ． ４ ７ ０ （ ｔ ） の 水 を 加 え る と 、

目 標 泥 土 密 度 が １ ． ３ ５ （ ｔ ／ ｍ
３

） と な る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 次 に 、 原 料 土 の 含 水 比 が 変 動 し た 場 合 の 泥 土 水 位 を 算 出 す る 。

　 例 え ば 、 ス ト ッ ク ヤ ー ド に 保 管 さ れ た 前 処 理 後 の 原 料 土 の 単 位 体 積 重 量 が ρ ｔ ＝ １ ． ２

５ （ ｔ ／ ｍ
３

） と す る と 、 泥 土 １ ｍ
３

を 製 造 す る た め の 原 料 土 の 体 積 ｖ （ ｍ
３

） は 、 以 下
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の よ う に 算 出 さ れ る 。

　 　 ｖ ＝ ０ ． ８ ８ ０ /１ ． ２ ５ ＝ ０ ． ７ ０ ４ （ ｍ
３

）

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の と き 原 料 土 の 含 水 比 が ４ ０ （ ％ ） に 変 化 し て も 、 或 い は ８ ０ （ ％ ） に 変 化 し て も 、

ほ ぐ し た 土 の 間 隙 は 水 で 飽 和 さ れ て い な け れ ば 変 化 が 少 な い の で 、 体 積 に よ る 定 量 供 給 で

は 土 粒 子 質 量 Ｍ ｓ の 変 化 は 少 な い 。

　 同 程 度 の 体 積 で 原 料 土 を 供 給 し た 時 、 土 粒 子 の 間 隙 に 蓄 え ら れ る 含 水 量 Δ Ｍ ｗ は 、 含 水

比 を 使 い 以 下 の よ う に 算 出 さ れ る 。

　 Δ Ｍ ｗ ＝ ω /１ ０ ０ × Ｍ ｓ ＝ ４ ０ /１ ０ ０ × ０ ． ５ ５ ０ ＝ ０ ． ２ ２ ０ （ ｔ ）

　 Δ Ｍ ｗ ＝ ω /１ ０ ０ × Ｍ ｓ ＝ ８ ０ /１ ０ ０ × ０ ． ５ ５ ０ ＝ ０ ． ４ ４ ０ （ ｔ ）

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ の よ う に 、 泥 土 １ ｍ
３

当 た り 含 水 比 ω ＝ ６ ０ （ ％ ） で 土 に 含 ま れ る 含 水 量 は 本 来 Δ Ｍ

ｗ ＝ ０ ． ３ ３ ０ (ｔ )で あ っ た が 、 含 水 比 ω ＝ ４ ０ （ ％ ） と ８ ０ （ ％ ） に 変 化 す る と 、 土 に

含 ま れ る 含 水 量 が そ れ ぞ れ ０ ． ２ ２ ０ （ ｔ ） と ０ ． ４ ４ ０ （ ｔ ） に な り 、 ０ ． １ １ ０ （ ｔ

） 減 少 あ る い は 増 加 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 な お 、 含 水 量 の 変 動 は 、 泥 土 １ ｍ
３

当 た り の Δ Ｍ ｗ な の で 、 泥 土 １ バ ッ チ 当 た り の 変 動

量 は 、 Ｖ 倍 す る 必 要 が あ る 。

　 こ の 計 算 で 算 出 さ れ た 水 の 増 減 ± ０ ． １ １ ０ × Ｖ （ ｍ
３

） に よ る 泥 土 水 位 に 対 し て 解 泥

槽 に 「 含 水 比 目 盛 Ｌ ２ 」 と し て 付 し て お く 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 解 泥 槽 １ が 長 さ ２ ｍ 、 幅 １ ． ５ ｍ で 、 １ バ ッ チ が Ｖ ＝ ６ ｍ
３

と す る と 、 目 標 泥 土 線 Ｌ １

は 、 高 さ ２ ｍ の 位 置 に 付 せ ば よ い 。 含 水 比 ± ２ ０ ％ の 泥 土 水 位 ２ （ 含 水 比 目 盛 Ｌ ２ ） は 、

目 標 泥 土 線 Ｌ １ の ２ ２ ｃ ｍ 下 方 と ２ ２ ｃ ｍ 上 方 と な る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 配 合 条 件 の 目 標 泥 土 密 度 ρ f ＝ １ ． ３ ５ （ ｔ /ｍ
３

） を 目 指 し て １ バ ッ チ Ｖ (ｍ
３

)の 泥 土

を 製 造 し た と き 、 配 合 通 り に 原 料 土 と 水 を 加 え 解 泥 し て も 、 原 料 土 の 含 水 比 が ω ＝ ４ ０ （

％ ） ま た は ８ ０ （ ％ ） に 変 動 し て い る と 、 製 造 さ れ た 泥 土 の 水 位 は 、 解 泥 槽 １ の 含 水 比 目

盛 Ｌ ２ の ω ＝ ± ０ ． １ １ ０ × Ｖ に な る の で 、 原 料 土 の 含 水 比 が ４ ０ （ ％ ） ま た は ８ ０ （ ％

） に 変 動 し た こ と を 、 含 水 比 目 盛 Ｌ ２ か ら 読 み 取 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 含 水 比 が 判 明 し た ら 次 バ ッ チ に 添 加 す る 水 の 量 を 調 整 す る 。

　 例 え ば 、 含 水 比 ω ＝ ４ ０ （ ％ ） の 場 合 、 Ｍ ｗ ＝ ０ ． ２ ２ ０ な の で 、 目 標 泥 土 密 度 を １ ．

３ ５ （ ｔ ／ ｍ
３

） に す る た め に は 、 ０ ． ４ ７ ０ ＋ ０ ． １ １ ０ ＝ ０ ． ５ ８ ０ ｔ の 水 を 加 え る

必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 解 泥 槽 １ に 、 ０ ． ５ ８ ０ ｔ の 水 の 量 に 対 応 す る 添 加 水 位 目 盛 Ｌ ４ を 付 し て お く こ と で 、

こ れ に 合 わ せ て 水 を 投 入 し 、 そ の 後 、 原 料 土 を 投 入 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は 、 前 述 の 実 施 形 態 に 限 ら

れ ず 、 前 記 の 各 構 成 要 素 に つ い て は 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 適 宜 変 更 が 可 能

で あ る 。

　 例 え ば 、 １ バ ッ チ の 泥 土 の 体 積 は 限 定 さ れ る も の で は な く 、 適 宜 設 定 す れ ば よ い 。

　 解 泥 槽 の 形 状 お よ び 容 積 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
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